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研究成果の概要：リクール、ナベール、レヴィナス、デリダ、アンリ等、20 世紀中盤以降の現

代フランスの哲学者たちが共通して関心を寄せる「証言」の概念に着目し、それをハイデガー

が「証し」の概念に集約した思索の批判的継承という角度から連関づけることで、この概念の

重要性を浮かび上がらせた。さらに、証言という術語に畳み込まれた宗教的含意に目を向ける

ことで、彼らの証言論から現代の「宗教哲学」の可能性と問題性に関する原理的再考察への道

筋をつけた。 
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１．研究開始当初の背景 

(1)「証言(témoignage,Zeugnis, testimony)」
という術語は、20 世紀中盤以降の現代フラン
ス思想に見られる先鋭的な諸思索において、
「証言不可能性の証言」というべき屈折した
仕方でもち出されてきたものである。これは、
狭義の哲学的な文脈ではハイデガーの「証
し」論の批判的受取り直しとして、広義の精
神史的文脈では「アウシュヴィッツ以降」の
現代における思索の可能性の試金石として

特徴づけられる事柄である。だが、このよう
な観点から現代フランス哲学の主要な思索
を連関づけようとする試みは、P.Bouretz に
よる現代ユダヤ思想史からのアプローチ
(Témoins du futur. Philosophie et 
messianisme, Paris, Gallimard, 2003.)な
どの少数の例外を除いて、これまではほとん
ど存在していなかった。 
 
(2)こうした証言論においては、証言という
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術語が背負う宗教的含意が徹底的な否定を
くぐり抜けて活用されている。そのようにし
て生じてくる思索は、現代における宗教哲学
のあり方を考察しようとする企てにとって、
多大な示唆を含むはずである。しかし、この
注目すべき材料を宗教哲学の原理的な再考
察に連関づけようとする試みは、J.Greisch
による浩瀚な宗教哲学三部作(Le buisson 
ardent et les lumières de la raison. 
L’invention de la philosophie de la 
religion, Vol.1-3, Paris, Cerf, 
2002-2004.)に散見される程度であって、世
界的に見ても、研究開始当初はほとんど着手
されていなかった課題であったと言える。 
  
 
 
 
 
２．研究の目的 

(1)現代哲学、とくに 20 世紀中盤以降の現代
フランス哲学に見られる先鋭的な諸思索を
発想源として、そこで屈折した形で現れる
「証言」の概念をさまざまな角度から考究す
ることを通して、現代における「宗教哲学」
の可能性と問題性に関する原理的な再考察
を試みることを目指す。 

 

(2)このような試みの背景となったのは、「宗
教哲学」なる思索を、単に 19 世紀初頭に成
立した哲学の特殊部門としてでもなければ、
宗教学内のいささか時代遅れと受け取られ
がちな観念的アプローチとしてでもなく、哲
学と宗教の双方が根底から問い直されざる
をえない現代においてこそ求められる思索
の冒険としてあらためて提示し、実践しよう
という狙いであった。 
 
(3)そうした狙いを果たす上で、リクール、
ナベール、レヴィナス、デリダ、アンリ、マ
リオン等の現代フランスの哲学者たちが恰
好の手掛かりとなる。なぜなら、彼らは哲学
自身の内部で哲学の根底的問い質しを先鋭
化させていく中で、従来宗教へと託されてき
た信頼を根こぎにするような種々の否定的
経験への感受性を極度に高めながらも、そう
した経験から発して哲学を刺し抜く問いを
保持し表現しようとする際に、伝統的に「宗
教的」な含意を背負ってきた術語を換骨奪胎
し、しばしば異様なまでに変形して使用する
からである。そうして引き合いに出される術
語の中で、上記の哲学者たちがそれぞれ立場
の違いはあるが共通して用いているのが、ま
さしく「証言」という術語なのである。 
 

 

 

 

 

３．研究の方法 

(1)上記の哲学者たちがそれぞれの仕方で展
開する証言概念を詳細に検討し、それらをハ
イデガーが「証し(Bezeugnis, attestation)」
の概念に集約した思索の批判的継承という
角度から連関づける。 
 
(2)そのような作業を通して、古来哲学と宗
教の双方に根本から関わってきた死の問い
と悪の問いの現代的な有りようを思索する
ための手立てを探求する。 
 
(3)それによって、「証言」という術語が、死
や悪の問いが従来の哲学や宗教の内部に囲
い込まれることを拒み、逆に哲学や宗教を根
底から揺るがせることによって自らの在り
処を告げる仕方それ自体を指し示すさまを
浮かび上がらせる。 
 
(4)その上で、この独特の証言概念を導きと
して、彼らが使用する他の「宗教的」術語や
特異な神概念に光を当てることによって、哲
学と宗教が根底から問い直されざるをえな
いような現代の状況を起点する「宗教哲学」
の原理的再考察への道筋を探る。 

 

 

 

 

 

４．研究成果 
(1)上に挙げたような現代フランスの独創的
な哲学者たちの思索を、ハイデガーの「証し」
概念の批判的継承という観点からたがいに
突き合わせ可能にし、現代フランス哲学にお
ける「証言」の問題系の重要性を浮かび上が
らせたこと。この問題系は、哲学内部の議論
にとどまらず、文学、歴史学、政治学、精神
分析学等、多様な分野での考察と共振しつつ
追求されてきたものであり、それに関心を寄
せる研究者は増えてきているが、こうした形
での総合の作業はまだほとんど行われてい
ない。その意味で、本研究は、まずは現代フ
ランス哲学研究という文脈において独自の
意義をもつものであると言える。 
 
(2)死や悪の問いの否定性のラディカルな追
求とハイデガー哲学の批判的継承という姿
勢において、田辺元の思索の内に上記の哲学
者たちと並べて論じうる特質を見てとった
こと。それによって、現代フランス哲学の「証
言」概念と京都学派の哲学の「自覚」概念の
突き合わせへと考察を進めるという、思わぬ
副産物がもたらされた。この方面に関しては、
本研究の枠内ではまだ幾本かの力線が引か



 

 

れたに過ぎないが、論者の知るかぎりではま
ったく前例のない問題提起であり、今後の研
究においてさらなる考察を展開していきた
いと考えている。なお、成果のこの点に関わ
る 2点の業績は、いずれも国際学会において
フランス語で発表したものであるが、日本哲
学に関心と知識をもつ者のみならず、広く現
代哲学の研究者たちから多大な反響があっ
た。 
 
(3)本研究の最終的な狙いであった、現代に
おける宗教哲学の原理的再考察という課題
については、現代フランス哲学の証言論を哲
学そのものの原理的問い直しという、先鋭的
ではあるが現実遊離的になりかねない問題
次元にとどまるのではなく、悪の問いと死の
問いという具体的であらざるをえない事柄
と結びつけて考えることで、決定的な進展が
なされた。そうした考察を通して、現代特有
の事情を背景に、悪や死という否定的経験の
極点で、哲学の問いと宗教の問いが絡み合わ
ざるをえない必然性とその際の問題性を論
じることが可能になった。こうして、宗教を
哲学に吸収するのでもなければ特定の宗教
的立場から哲学を語るのでもない宗教哲学
の遂行の仕方が見えてきた。これは、類例の
きわめて少ない、独自の意味をもつ方向性で
あると思われる。 
 

(4)本研究は、パリのリクールセンター、ナベ
ールセンターの運営委員としての研究代表
者の活動と連動して、フランスを始めとする
国際的な研究者のネットワークの中で進め
られてきた。4 編のフランス語論文、2 回の
フランス語講演、1 回の英語講演など、業績
の相当数が外国語によるものである。このよ
うに、現代哲学の研究にふさわしい海外発信
型・双方向型の研究体制を構築することがで
きた点も、本研究の付帯的な成果として数え
挙げることができる事柄である。実際、外国
人研究者や海外の大学院生からコンタクト
を求めてくる件数が増加し、国際的なネット
ワークをさらに拡大強化することができた。
日本の哲学研究が長らく圧倒的な輸入超過
の状況にあったことは紛れもない事実であ
るが、本研究の成果は、そうした状況に転換
をもたらすための第一歩となりうるであろ
う。 
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